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霧島山周辺の電子基準点（GEONET 点）と機動観測

点、防災科学技術研究所の GPS 観測点、気象庁の

火山 GPS 観測点の変動ベクトルを用いてインバー

ジョンにより変動源モデルを作成した。

図中に緑●で示した韓国岳西方のマグマ溜まりと、

その付近から新燃岳方向に伸びるダイク (北西－

南東方向の緑太線 )を変動源としてモデル化した。

なお、新燃岳直下にもマグマ溜まりを仮定したモ

デルでも試算を行ったが、ほとんど地殻変動には

寄与していないという結果となったため、図中で

は緑●をプロットしてあるが膨張量は０に固定し

た計算結果を示してある。

2011 年 2 月以降 2012 年 1 月初めまでの膨張量は、

2011 年 1 月の噴火時に収縮した量の 2/3 程度と推

定された。先月公表した 2011 年 11 月中旬までの

膨張量と比較すると多少増加している可能性があ

るが、その量は百万 m3未満であると考えられる。

暫定

別紙１０ー２

（水平）

（上下）

「高千穂」、「高千穂河原」、「霧島高原」は気象庁のＧＰＳ観測点です。
「万膳」、「夷守台」は防災科学技術研究所のＧＰＳ観測点です。
その他の観測点は国土地理院の電子基準点(GEONET点)・機動観測点です。
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